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事 業 区 分

工 事 区 分

細　　別　 規　格　・　算　出　式 摘　　　要

L=

t=5cm

t=5cm 

マルコ自動車㈱

L=5.5km

発動発電機　20/25kVA

発動発電機　20/25kVA

553.28/30m2=18.4

2.2*0.3*(0.19-0.08)=0.07

D19,D16

27-8-25H(W/C≦55%)繊維入り

t=80mm  44.26+0.07=44.33

鉄筋防錆材塗布 m 2 165

床版補修工 m 3 44

553

床版補修工

WJ床版はつり

m

553

19

2

型枠工

はつり面清掃工

床版取壊し

m

m上面補修工 2

3 0.1

2

工事名

m

処分費 アスファルト殻処分費

工事区分　　・工種　　・種別

m

m

日

t

舗装版破砕

排水回収工

2排水処理工 m

3

2

単 位

橋梁修繕

102舗装版切断工

変更数量

78.0

75

既設舗装版撤去(車道部) m

構造物撤去工

工　事　数　量　総　括　表

650

当初数量

m

橋梁修繕

橋梁修繕

数量増減

平成29年度　新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路　橋梁修繕工事　　　　小県郡　長和町　和田　見附橋

33

553

舗装版殻運搬

1
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事 業 区 分

工 事 区 分

細　　別　 規　格　・　算　出　式 摘　　　要

工事名

工事区分　　・工種　　・種別 単 位 変更数量

工　事　数　量　総　括　表

当初数量

橋梁修繕

橋梁修繕

数量増減

平成29年度　新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路　橋梁修繕工事　　　　小県郡　長和町　和田　見附橋

既設床版打継面  300g/m2

新設床版上面 200g/m2

44.34-8.0(推定値)=36.34

マルコ自動車㈱

104.20t-(8.0m3*1.1(比重))=95.40 L=5.5km

㈱フロンティアスピリットＥ・Ｐ・Ｓ

L=25.0km

床版排水材設計量

導水パイプ　ステンレス製　18×5　 170*100/553=30.7(m/100m2)

導水管φ18　L=170.0m 床版目地材設計量

成形目地幅5cm 192.49+73.77=266.3m 266*100/553=48.1(m/100m2)

t=6cm ポリマー改質Ⅲ型-W

t=6cm ポリマー改質Ⅱ型

すり付け舗装箇所 目地幅5cm

A1 P1 P2 A2 t=1.0cm 
伸縮装置嵩上げ m 2 41

2

36

553

553

橋面防水工

m

95処分費

表面保護工 m

回汚泥運搬

m

2

2

コンクリート殻運搬

表面保護工

3

3

8

コンクリート殻処分費

553

98m

m表層工(車道)舗装工

舗装工

すり付け舗装

2

塗膜防水 m 2 553

m

t

汚泥処分費

2

成形目地 m 69
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事 業 区 分

工 事 区 分

細　　別　 規　格　・　算　出　式 摘　　　要

工事名

工事区分　　・工種　　・種別 単 位 変更数量

工　事　数　量　総　括　表

当初数量

橋梁修繕

橋梁修繕

数量増減

平成29年度　新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路　橋梁修繕工事　　　　小県郡　長和町　和田　見附橋

中央線　W=30cm 黄色

外側線 W=15cm 白色

白色⇔黄色

t=5cm

0.3*0.22*96カ所=6.34

ポリマーセメントモルタル

6.34*0.05=0.32

6.34*0.05=0.32

小柳産業㈱

L=22.5Km

0.32*2.35=0.75

小柳産業㈱

0.053t/m(推定) L=22.5Km

φ26mm L=250

φ24mm L=160
コンクリート削孔 200

200

1

92

0.5

190

既設高欄処分費 t 8

孔

支柱回りはつり

1

コンクリート削孔

式

防護柵設置工

処分費

3

コンクリート殻処分

地覆補修工 m

孔

t

m

2m 6

3

0.5

m

色替え作業

ペイント式区画線工

既設高欄運搬工 回

コンクリート殻運搬 m 3

防護柵撤去工 防護柵撤去工 m 156

3 0.5はつり殻積み込み

m

ペイント式区画線工

防護柵補修工

区画線工
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事 業 区 分

工 事 区 分

細　　別　 規　格　・　算　出　式 摘　　　要

工事名

工事区分　　・工種　　・種別 単 位 変更数量

工　事　数　量　総　括　表

当初数量

橋梁修繕

橋梁修繕

数量増減

平成29年度　新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路　橋梁修繕工事　　　　小県郡　長和町　和田　見附橋

B種　H=850 鋼製

中弾性300g/m2目付

中塗り、上塗り

注入長L=31m 注入器具104個

シート+板張防護 タイプE

タイプA1 桁高1.4m

24h交代あり

24h交代あり

昼間勤務交代あり

ひび割れ注入工 1橋低圧注入工法

m

m

高欄設置工

プライマー工

下面補修工

155.8

吊り足場 m 2 191

仮設工（任意仮設） 地覆補修工用足場工 m 2 199

不陸修正工

m 2 1仕上げ工塗装工

炭素繊維シート工 2 1

2 1

m 2 1

下地処理工 m 2 1

m

式 1

交通誘導員B

交通誘導員B 日・人

仮設工（任意） 交通誘導員A 日・人 103

103

146

日・人

炭素繊維貼付工
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事 業 区 分

工 事 区 分

細　　別　 規　格　・　算　出　式 摘　　　要

工事名

工事区分　　・工種　　・種別 単 位 変更数量

工　事　数　量　総　括　表

当初数量

橋梁修繕

橋梁修繕

数量増減

平成29年度　新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路　橋梁修繕工事　　　　小県郡　長和町　和田　見附橋

0.3*0.3*96=8.6
鉄筋探査 m 2 9

技術管理費 水質検査 回 2



1 舗装工
橋面工補修図(1)　図面より

(1)既設舗装撤去工
1) As切断 t=50mm

L=24.59×3+7.5×2+7.0+6.0 = m

2) 舗装撤去工 t=50mm
A=24.59×7.5×3+7.5×7.0+7.5×6.0 = m2

3) As殻運搬
V=650.78×0.05 = m3

4) As処分
W=32.54×2.30 = t

101.77

650.78

32.54

74.84



2 床板補修工

(1)上面補修工
1) 撤去工

ⅰ) 床版（ウォータージェット）はつり t=80mm 床版上面
A=24.59×7.5×3 = m2・

ⅱ) 床版取壊し t=110mm 床版全厚
A=2.2×0.3×(0.19-0.08)= = m3・

ⅲ) Co殻運搬
V=0.66×0.11+553.28×0.08 = m3

ⅳ) Co処分 2.35t/m3
W=44.34×2.35 = t

2) 補修工
ⅰ) 床版コンクリート打設（上面打替え）

繊維補強コンクリート(早強) 27-8-25H t=80mm 553.28m2

繊維補強コンクリート(早強)体積 t=80mm
V=553.28×0.080 = m3

ⅱ) 床版コンクリート打設（全厚打替え）
繊維補強コンクリート(早強) 27-8-25H t=110mm 0.66m2

繊維補強コンクリート(早強)体積 t=110mm
V=0.66×0.11 = m3・

ⅲ) 型枠
全厚打替え面積より
A= = m2

ⅳ) 表面保護工
補修コンクリート保護 含浸材塗布（ケイ酸ナトリウム系既設床版
A=24.59×7.5×3-0.66 = m2※

ⅴ)表面保護工
補修コンクリート保護 含浸材塗布（ケイ酸ナトリウム系新設床版
A=24.59×7.5×3 = m2

ⅵ) 鉄筋防錆工

表面積
D19 A= D16 A= S1,S2 N=24.59÷0.3 = 本

S1,S2 N=2.2÷0.3 = 本
S3 L=0.41m/箇所 N=

塗布面積
① 上面打替え（全厚打替え上面鉄筋含む）

S1 A=7.5×81×0.06 = m2
S2 A=2.9×81×0.06 = m2
S3 A=(24.59+0.41×2)×30×3×0.05 = m2

② 全厚打替え（上面鉄筋は上面打替えに含む） 2.2m×0.3m
S1 A=0.3×7×0.06 = m2
S2 A=0.3×7×0.06 = m2
S3 A=2.2×1×0.05 = m2

合計 = m2

鉄筋防錆剤 （2kg/m2） セメント系鉄筋防錆剤
W=165.3×2 = kg

0.06 m2/m 0.05 m2/m 

36.45

81

14.09

7
上面

全厚下面
ラップ長 2 箇所/本 

165.3

330.6

0.07

44.34

0.66

0.07

104.20

553.28

44.26

553.28

552.62

0.11

114.35

0.13
0.13

G4G3G2G1

8
0

60

600

60

60

670

60

600

6060

670

L=2900
S2  D19  @300

G4G3G2G1

S3  D16  N=30L=7500

7500

S1  D19  @300

8
0



3 舗装工
橋面工補修図(1)　図面より

(1)橋面舗装・防水補修工
1) 防水工(塗膜系防水)

A=24.59×7.5×3 = m2

2) 排水用導水管　φ18
L=(24.6+24.58+24.59)×2+7.6+7.5+7.45 = m

3) 成形目地材 W=50mm・t=5mm
L=(24.6+24.58+24.59)×2+7.6+7.5×2+7.45×3 = m ・

4) 成形目地材 W=50mm・t=5mm(センター)
L=24.59×3 = m ・

5) 成形目地材 W=50mm・t=5mm(すり付け舗装)
L=7.0×3+6.0×3+7.5×4 = m ・

6) 表層工　ポリマー改質Ⅲ型-W t=60mm
A=24.59×7.5×3 = m2

7) すり付け舗装　ポリマー改質Ⅱ型　t=60mm
A=(7.5×7.0)+(7.5×6.0) = m2

(2)伸縮継手工 橋面工補修図（２）より
1) 伸縮継手嵩上げ工

ⅰ) ドーロガードJ-02 厚さ　t=10mm
A=1.35×7.502×4 = m2

ⅱ) プライマー パーミタイト＃115
A=1.35×7.502×4 = m2

ⅲ) 波形部型枠 ブリキ板　W=50
L=(324/120)×7.502×2×4 = m

ⅳ) 端部型枠
A=7.502×0.01×2×4 = m2

(3)区画線工
1) 中央線 (黄色) W=300mm

L=92.40×1 = m

2) 外側線 (白色) W=150mm
L=92.40×2 = m

40.51

0.60

40.51

162.04

92.40

184.80

97.50

553.28

553.28

192.49

170.09

73.77

69.00



4 防護柵補修工

(1)既設防護柵撤去工 防護柵撤去図より
1)防護柵撤去

L= 78.0×2 = m

2)地覆天端コンクリート部分はつり（防護柵付根）t=5cm(平均)
A= 0.3×0.22×96 = m2・

3)撤去部復旧（ポリマーセメントモルタル）
V= 0.3×0.22×0.05×96 = m3

4)防護柵支柱ガス切断
L= (0.1×2+0.16)×96 = m

5)既設防護柵処分 推定値0.053t/m
支柱

W=
= kg

レール
笠木 鋼管　φ114.3×4.5 12.2kg/2
W= = kg
中桟 鋼管　φ76.3×3.2 5.77kg/m
W= = kg
下桟 鋼管　φ76.3×3.2 5.77kg/m
W= = kg

合計 = kg

(2) 防護柵復旧工 防護柵詳細図より
1)防護柵設置 B種 H=850 鋼製

L= 77.886+77.9 = m

2)コンクリート削孔
φ26mm L=250

N= (2×50)×2 = 本

φ24mm L=160
N= (2×50)×2 = 本

3)アンカー工
樹脂カプセル TG22RN

N= = 本

樹脂カプセル TG20EN
N= = 本

0.0

0.0

0.0

200

200

(78.0×2)×53=

200

200

156.0

8268.0

6.336

0.317

155.786

8268.0

34.56



5 床板補修工

(1)下面補修工
炭素繊維シート工

ⅰ) 下地処理
A=2.2×0.25 = m2

ⅱ) プライマー
A=2.2×0.25 = m2

ⅲ) 不陸修正 （パテ）
A=2.2×0.25 = m2

ⅳ) 炭素繊維シート（中弾性300g/m2目付）
A=2.6×0.25 = m2

ⅴ)中塗り（塗装) （エポキシ樹脂塗料）
A=2.6×0.25 = m2

ⅵ)仕上げ（塗装) （ウレタン樹脂塗料）
A=2.6×0.25 = m2

ひび割れ注入工
ⅰ) 注入長

L=4.2×4+2.0×4+1.5+1.0+0.9×2+0.5×2+0.4+0.3×2+0.2 = m

ⅱ) 注入材 （エポキシ樹脂系）
（ひび割れ注入深さを0.5mとする）注入材比重 1.20
（ひび割れ内部の平均ひび割れ幅を0.3mmとする）
W=31.30×0.0003×0.5×1.20×1000 = kg

ⅲ) シール材 （エポキシ樹脂系）
（シール幅を0.05m、厚さを0.002mとする）シール材比重 1.70
W=31.30×0.05×0.002×1.70×1000 = kg

ⅳ) 低圧注入器具
（注入器具の間隔を約300mmに1箇所とする）
N=31.3/0.3 = 個

　 1)

　 2)

0.55

0.55

31.30

0.55

0.65

104

5.63

5.32

0.65

0.65



長野県道路公社

長野県

道路公社

小県郡長和町和田（見附橋）

設計会社

測量会社

調査会社

図 示

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

1

課
長

縮
尺

番
号

照
査

設
計

所
長

新和田トンネル有料道路

新和田トンネル有料道路 橋梁修繕 工事平成29年度

工藤 博正

牧田 一男

橋梁一般図
9

設 計 条 件

鋼 材

鉄 筋
応力度
許 容

設計震度

幅 員

支 間 長

橋 長

形 式

橋 格

道路規格

縦断勾配

荷 重

横断勾配

第３種３級

１等橋

単純活荷重合成桁３連

Ｌ＝78.000ｍ

0.6ｍ＋7.5ｍ＋0.6ｍ

7.0%

1.5% ～ 7.0%

TL-20 雪荷重 100kg／ｍ2

添加物荷重 100kg／ｍ（主桁１本当り）

水平震度 kH＝0.2 鉛直震度 kV＝0.0

道路橋示方書による

0.5m+25.1m+0.85+25.1m+0.85m+25.1m+0.5m（道路中心）

床版 σck＝280 kg／cm2 下部工 σck＝210 kg／cm2

床版 σsa＝1400 kg／cm2 下部工 σsa＝1800 kg／cm2

コンクリート

→← →

計 画 高
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見附橋 橋梁一般図

至 上田 至 諏訪

25500 26000

25500

橋長 L=78000（道路中心線上）
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側 面 図 S=1：200

平 面 図 S=1：200

8700

600

1
40

0
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1
40

0
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975 3@2250=6750

7500

7500

975

8700

600

3@2250=6750

L=77.9m
L=77.9m

i=1.5%

i=7.0%

i=1.5%

アスファルト舗装厚 t=60mm

アスファルト舗装厚 t=60mm

ＲＣ床版厚 t=190mm

ＲＣ床版厚 t=190mm

防護柵取替え
防護柵取替え

注1:形状設定は、設計当初図面と過年度業務の資料を基に図化したものである。
注2:施工関連諸寸法は、現地実測により決定すること。
注3:現地にて各部寸法および必要に応じて既設鉄筋位置を再度確認の上、施工すること。

共通

L=77.9m
防護柵取替えL=77.9m

防護柵取替え

断 面 図 S=1：100

実施図

床版補修工 平均厚80mm

(WJはつり、打替え)

床版補修工 平均厚80mm

(WJはつり、打替え)

H29 橋梁修繕工事 小県郡 長和町 見附橋

橋梁修繕工 L=78.0m W=6.0(7.5)m

床板補修工 A=553m2 t=80mm

舗装工 A=553m2 t=6cm

高欄取替工 L=155.8m

すり付け舗装

すり付け舗装



新和田トンネル有料道路 橋梁修繕 工事

新和田トンネル有料道路

所
長

設
計

照
査

番
号

縮
尺

課
長

主任技術者

主任技術者

照査技術者

管理技術者

図 示

調査会社

測量会社

設計会社

小県郡長和町和田（見附橋）

道路公社

長野県

長野県道路公社

2

平成29年度

工藤 博正

牧田 一男

9
床版補修図（１）

600 600

8700

7500

1
40

0

i=1.5% i=1.5%

G1 G2 G3 G4

RC床版 t=190mm

9753@2250=6750975

標準部

8700

7500

14
0
0

600 600

G1 G2 G3 G4

i=7.0%

RC床版 t=190mm

A-A部

断面図

3@2250=6750

S=1:100

P1

A1

P2

P2

L=78000

L=78000

至 上田

75
00

24600 24580

24600
24580

24590

24590

S=1：100平面図

G1

G2

G3

G4

A

A

床版上面打替え(t=80mm) A=184.43m2

7
64

0

7
5
00

A2床版上面打替え(t=80mm) A=184.43m2含浸材塗布 A=184.43m2

含浸材塗布 A=184.43m2
含浸材塗布 A=184.43m2

アスファルト舗装 t=50mm→60mm

アスファルト舗装 t=50mm→60mm

床版上面打替え(t=80mm) A=184.43m2

75
30

75
30

75
0
0

7
50

0

87
0
0

7
5
0
0

6
00

60
0

２
次

施
工

１
次

施
工

至 諏訪

床版上面打替え範囲

床版全厚打替え範囲

37
5
0

3
7
50

S

N

E

W

１次施工 3750 ２次施工 3750

１次施工 3750 ２次施工 3750

床版全厚打替え(t=190mm) A=0.7m2
2200×300

見附橋 床版補修図（１）
床版上面補修工

4
0

4
0

既設RC床板 配力筋 主鉄筋
D16 @150 D19 @125

6
0

14
.
5

8
0

1
90

1
1
0

1
10

既設断面図 補修断面図

(クラックバスター ミクロ12mmタイプ相当混入)

床板上面打替え

As舗装天端

RC床板天端

5
0

4
0

2
5

2
5

基層 薄層SMA繊維As(繊維混入0.5%)

表層 ポリマー改質Ⅱ型 密粒度As13F

既設RC床板 配力筋 主鉄筋
D16 D19

4
0 2
0

5
0

超早硬型無収縮モルタル
繊維混入速硬ポリマーセメントモルタル

1
90

1
10

7
0

As舗装天端

RC床板天端

鉄筋腐食抑制タイプ含浸材塗布

鉄筋防錆処理

塗膜系防水
(橋面舗装防水) ポリマー改質Ⅲ型-Ｗ 密粒度As20F t=60mm

繊維補強コンクリート(27-8-25H) t=80mm

注）床版全厚打替え時は床版厚 t=190mm打替える

補修断面参考図 S=1：4

鉄筋防錆処理

塗膜系防水
(橋面舗装防水)

含浸材塗布(補修コンクリート保護)
ケイ酸ナトリウム系(CS-21相当)

2.床版コンクリート全厚撤去(t=190mm)

3.鉄筋防錆処理

6.含浸材塗布(散布)(補修コンクリート保護)

7.橋面防水層（塗膜系)

8.アスファルト舗装(t=60mm)

1.アスファルト舗装撤去(t=50mm)

3.鉄筋防錆処理

6.含浸材塗布(散布)(補修コンクリート保護)

7.橋面防水層（塗膜系)

8.アスファルト舗装(t=60mm)

5.床版上面打替え(t=80mm)(繊維補強コンクリート(早強)) 5.床版全厚打替え(t=190mm)(繊維補強コンクリート(早強))

床版上面打替え 床版全厚打替え
(標準部) (A-A部)

1.アスファルト舗装撤去(t=50mm)

2.床版コンクリート上面撤去(t=80mm)

300

19
080

注3:現地にて各部寸法および必要に応じて既設鉄筋位置を再度確認の上、施工すること。

注2:施工関連諸寸法は、現地実測により決定すること。

注1:形状設定は、設計当初図面と過年度業務の資料を基に図化したものである。共通

600 3750 3750 600

50 50

60
8
0

ポリマー改質Ⅲ型-Ｗ 密粒度As20F t=60mm

繊維補強コンクリート(27-8-25H) t=80mm

１次施工時 ２次施工時

"A"部

ＣＬ

S=1：40補修断面図

"A"部詳細図 S=1：5

5050 6
0

8
0

繊維補強コンクリート(27-8-25H)
t=80mm

ポリマー改質Ⅲ型-Ｗ

密粒度As20F t=60mm

2次施工1次施工

ＣＬ

4.含浸材塗布(散布)(補修コンクリート保護) 4.含浸材塗布(散布)(補修コンクリート保護)

実施図

床版補修工 平均厚80mm

床版補修工 平均厚80mm



新和田トンネル有料道路 橋梁修繕 工事

新和田トンネル有料道路

所
長

設
計

照
査

番
号

縮
尺

課
長

主任技術者

主任技術者

照査技術者

管理技術者

図 示

調査会社

測量会社

設計会社

小県郡長和町和田（見附橋）

道路公社

長野県

長野県道路公社

床版補修図（２）

平成29年度

3

工藤 博正

牧田 一男

9

注1:形状設定は、設計当初図面と過年度業務の資料を基に図化したものである。
注2:施工関連諸寸法は、現地実測により決定すること。
注3:現地にて各部寸法および必要に応じて既設鉄筋位置を再度確認の上、施工すること。

共通

見附橋 床版補修図（２）
床版下面補修工
（ひび割れ補修）

平面図 S=1:100

P1

P2

L=300

L=900
L=1500

L=1000

L=900 L=2000

L=4200

L=4200

L=4200
L=4200

L=200L=400

L=500L=500

L=300L=2000L=2000

L=2000

1 L=900

2 L=1000
3 L=1500 4 L=4200 5 L=4200 6 L=2000 7 L=4200

8 L=2000
9 L=2000 10 L=2000 11 L=300 12 L=300

13 L=900

14 L=4200 15 L=500 16 L=400

17 L=500

18 L=200

G1

G2

G3

G4

床版全厚打替え(t=190mm)
2200×300

ひび割れ注入工

至 上田

至 諏訪

S

N

E

W

ひび割れ延長

箇 所 箇 所

1

2

3

4

5

6

7

8

9

11

12

13

14

15

16

17

18

延 長 (m) 延 長 (m)

10

P1 ～ P2 間

ひび割れ幅（平均値 0.3ｍｍ)

0.9

1.0

1.5

4.2

4.2

2.0

4.2

2.0

2.0

2.0

計

0.3

0.3

0.9

4.2

0.5

0.4

0.5

0.2

31.3

ひび割れ注入工詳細図

50mm

ひび割れ
エポキシ樹脂系注入材充填

エポキシ樹脂系シール材

ゴム加圧式注入器具

取附けパイプ

3
mm

床板下面

至 上田
至 諏訪

A1 P1
P2

A2

S=1：300位置図

500

500

橋長 L=78000（道路中心線上）

25500
2600025500

6
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5
0
0

6
0
0

8
7
0
0

実施図



長野県道路公社

長野県

道路公社

小県郡長和町和田（見附橋）

設計会社

測量会社

調査会社

図 示

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

課
長

縮
尺

番
号

照
査

設
計

所
長

新和田トンネル有料道路

新和田トンネル有料道路 橋梁修繕 工事

床版補修図（３）

平成29年度

4

工藤 博正

牧田 一男

9

床版下面補修工

見附橋 床版補修図（３）

（炭素繊維修復）

S

N

E

W

P1

P2

炭素繊維シート修復

既設炭素繊維シート

A

A

既設炭素繊維シート

a部

S=1:100

G4

G3

G2

G1

平 面 図

至 上田 至 諏訪

至 諏訪至 上田

2
5
0

2600

200 2002200

注3:現地にて各部寸法および必要に応じて既設鉄筋位置を再度確認の上、施工すること。

注2:施工関連諸寸法は、現地実測により決定すること。

注1:形状設定は、設計当初図面と過年度業務の資料を基に図化したものである。共通

ＲＣ床版厚 t=190mm

下地処理

プライマー
パテ

炭素繊維シート 繊維目付300g/m2（中弾性）

中塗塗料（エポキシ樹脂塗料）
仕上げ塗料（ウレタン樹脂塗料）

アスファルト舗装 t=60mm

炭素繊維シート接着工法構造図

G1 G2
G3

G4

S=1：50

A-A部

300
床版全厚打替え部

250 250
250

2200×300

2600×250

継手長

RC床版下面

繊維方向

既設炭素繊維シート 補修用炭素繊維シート

炭素繊維シート継手部詳細図断 面 図

炭素繊維シート修復

19
0 継手部

床板全厚打替え部

200mm以上

(橋軸方向)

既設炭素繊維シート

床版全厚打替え部

ａ部詳細図 S=1:30

2200×300

2
5
0

2600
200 2002200

補修用炭素繊維シート
2600×250

3
0
0

A1 P1
P2

A2

S=1：300位置図

500

500

橋長 L=78000（道路中心線上）

25500
2600025500

6
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7
5
0
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6
0
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8
7
0
0

実施図
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新和田トンネル有料道路

所
長

設
計

照
査

番
号

縮
尺

課
長

主任技術者

主任技術者

照査技術者

管理技術者

図 示

調査会社

測量会社

設計会社

小県郡長和町和田（見附橋）

道路公社

長野県

長野県道路公社

橋面工補修図(1)

平成29年度

5

工藤 博正

牧田 一男

9

施工フロー

橋面舗装切断（幅員中央部）

橋面舗装撤去（t=5cm）

床版上面・全厚打ち替え

橋面防水工（塗膜系）

端部処理材･成形目地材(W=50)導水管設置

橋面舗装敷設（t=6cm）

見附橋 橋面工補修図（１）

１次施工（左側車線）

注3:現地にて各部寸法および必要に応じて既設鉄筋位置を再度確認の上、施工すること。

注2:施工関連諸寸法は、現地実測により決定すること。

共通 注1:形状設定は、設計当初図面と過年度業務の資料を基に図化したものである。

S

N

E

W

橋面舗装打ち替え・防水工・区画線工

（橋面舗装打ち替え・防水工）

平面図 S=1:150

P2
P1

A1

A2

排
水

用
導

水
管

L
=
7
.
4
5
m

排
水

用
導

水
管

L
=
7
.
6
0
m

排水用導水管L=24.60m

排水用導水管L=24.58ｍ
床版水抜き管間隔L=10.0ｍ

床版水抜き管間隔L=10.0ｍ

排
水

用
導

水
管

L
=
7
.
5
0
m

既設排水桝
既設排水桝

成形目地材(W=50)

塗膜防水 A=184.4
3m2

成形目地材(W=50)
塗膜防水 A=184.43m2

成形目地材(W=50)

塗膜防水 A=184.43m2 成形目地材(W=50)成形目地材(W=50)

排水用導水管L=24.58m 排水用導水管L=24.59m

排水用導水管L=24.60m 排水用導水管L=24.59m

床版水抜き管間隔L=10.0ｍ

床版水抜き管間隔L=10.0ｍ
床版水抜き管間隔L=10.0ｍ

床版水抜き管間隔L=10.0ｍ
床版水抜き管間隔L=10.0ｍ

既設排水桝

床版水抜き管間隔L=10.0ｍ
床版水抜き管間隔L=10.0ｍ

床版水抜き管間隔L=10.0ｍ 床版水抜き管間隔L=10.0ｍ

26000

橋長 L=78000

25500

25500 500

500

排水用導水管L=192.5m 成形目地材(W=50)L=192.5m
成形目地材(W=50)L=73.8m 端部処理材L=192.5m

橋面舗装打ち替え工 A=553.3m2

橋面塗膜防水工 A=553.3m2

37
5
0

37
5
0

7
50

0
6
00

6
0
0

8
70

0

２
次

施
工

１
次

施
工

至 上田

至 諏訪

舗装切断(t=50)
L=24.59

m

既設排水桝 舗装切断(t=50) L=24.59m
成形目地材(W=50) 成形目地材(W=50)

L=24.59m

成形目地材(W=50) L=24.59m

成形目地材(W=50) L=24.59m

２次施工（右側車線）

橋面舗装撤去（t=5cm）

橋面防水工（塗膜系）

橋面舗装敷設（t=6cm）

端部処理材･成形目地材(W=50)導水管設置

床版上面打ち替え

施工完了

区画線工（外側線・中央線）

7
50

0 7
4
5
0

舗装切断(t=50) L=24.59m

74
5
0

床 版

成形目地材

接着剤

防水層（塗膜系）

地 覆

端部処理材

車 道

（シルバーメッシュ等）

(W=50)

排水用導水管(φ18)

アスファルト舗装 t=6cm

注）１．成形目地は表層工で既設構造物に接する箇所にも貼付する。
２．排水用導水管は、床版水抜き管に確実に接続すること。

S=1:3導水詳細図 S=1:3縦目地部詳細図

床 版床 版床 版床 版床 版床 版床 版床 版床 版床 版

アスファルト舗装 t=6cm

接着剤

防水層（塗膜系）防水層（塗膜系）防水層（塗膜系）防水層（塗膜系）防水層（塗膜系）防水層（塗膜系）防水層（塗膜系）防水層（塗膜系）防水層（塗膜系）防水層（塗膜系）

１次施工

成形目地材成形目地材成形目地材成形目地材成形目地材成形目地材成形目地材成形目地材成形目地材成形目地材
(W=50)

２次施工

CLCLCLCLCLCLCLCLCLCL

50

7
50

0
6
0
0

6
0
0

8
70

0

至 上田

S

N

E

W

橋長 L=78000

至 諏訪

A1

車道中央線（黄色）

S=1:200平面図
（区画線工）

車道外側線（白色）

車道外側線（白色）

L=92.4m W=300mm L=92.4m W=150mm

L=92.4m W=150mm
区画線工 L=79.364m

既設排水桝

断面図

削孔 φ20

導水パイプ φ18

導水パイプ桝部 取付図 S=1：10

平面図

導水パイプ φ18

床板面
舗装面

既設排水桝

削孔 φ20

地覆

地覆

実施図

すり付け舗装A=52.5m2

すり付け舗装A=45.0m2

舗装切断(t=50) L=7.0m

舗装切断(t=50) L=7.0m

舗
装

切
断

(
t
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共通 注1:形状設定は、設計当初図面と過年度業務の資料を基に図化したものである。

注2:施工関連諸寸法は、現地実測により決定すること。

注3:現地にて各部寸法および必要に応じて既設鉄筋位置を再度確認の上、施工すること。
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防護柵撤去図
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見附橋 防護柵撤去図

共通 注1:形状設定は、設計当初図面と過年度業務の資料を基に図化したものである。

注2:施工関連諸寸法は、現地実測により決定すること。

注3:現地にて各部寸法および必要に応じて既設鉄筋位置を再度確認の上、施工すること。

注）1.高欄支柱撤去は、地覆面から5cm程度の位置で切断する。
2.はつり箇所の補修は、地覆と同材料（ポリマーセメントモルタル）を使用する。
3.既設防護柵を撤去する際、橋名板等（4枚）を取り外し、新設防護柵に再設置すること。
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見附橋 防護柵詳細図（参考図）
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尺防護柵詳細図(参考図)
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注）・ 防護柵長は全てアンカー中心実長で示す。

・ S 印は、伸縮部を示す。

・ 防護柵長及び線形要素は、実測後決定とする。

・ 既設防護柵を撤去する際、橋名板等（4枚）を取り外し

新設防護柵に再設置する。

横梁 割付寸法

支柱 割付寸法
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注2:施工関連諸寸法は、現地実測により決定すること。
注3:現地にて各部寸法および必要に応じて既設鉄筋位置を再度確認の上、施工すること。

注1:形状設定は、設計当初図面と過年度業務の資料を基に図化したものである。

防護柵設置
（１次施工）
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突き合わせ溶接加工
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端末補強スリーブ
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特 記 仕 様

＊ 取付ボルト類は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

＊ 反射体はスワレフレックス（ベース:黒、反射体:白）とする。

（平均50μm以上）とする。

＊ スリーブは、亜鉛めっき＋静電粉体塗装

＊ 支柱、主要横梁、下段横梁は、溶融亜鉛めっき

（HDZ35）＋静電粉体塗装（平均50μm以上）とする。

エキストラ加工数量

注）1.高欄支柱撤去は、地覆面から5cm程度の位置で切断する。
2.はつり箇所の補修は、地覆と同材料（ポリマーセメントモルタル）を使用する。
3.既設防護柵を撤去する際、橋名板等（4枚）を取り外し、新設防護柵に再設置すること。
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縮
尺図 示仮設足場図(参考図)9

共通 注1:形状設定は、設計当初図面と過年度業務の資料を基に図化したものである。

注2:施工関連諸寸法は、現地実測により決定すること。

注3:現地にて各部寸法および必要に応じて既設鉄筋位置を再度確認の上、施工すること。
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